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平
成
２３
年
度
総
会 
開
か
れ
る 

  

５
月
１４
日 

杉
田
地
区
セ
ン
タ
ー
に
て
総
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
２０
名
と
少
な
く
、
な
ん
と

も
寂
し
い
総
会
で
し
た
。
そ
こ
で
、
今
後
会
を
ど
う

盛
り
上
げ
て
い
く
か
が
こ
れ
か
ら
の
話
し
合
い
の
重

要
案
件
に
な
る
と
い
う
事
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。 

            

 

  

 

第
３３
回
『
友
の
会
作
品
展
』 

の
お
知
ら
せ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
業
部 

今
年
度
の
『
作
品
展
』
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
６
日

間
の
開
催
で
す
。 

上
手
、
下
手
で
は
な
く
お
互
い
の
技
量
を
高
め
学

び
あ
っ
て
い
く
場
に
す
る
た
め
に
も
会
員
の
皆
様
は

奮
っ
て
出
展
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

【
場 
所
】 

横
浜
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

１
階 

（
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内 

Ｊ
Ｒ
関
内
駅
下
車
） 

【
開
催
期
間
】
平
成
２４
年
１
月
１１
日
（
水
） 

～
１６
日
（
月
）
６
日
間 

【
出
展
料
】 

一
区
画
（
幅
３０
㎝
） 

２
０
０
０
円 

【
特
設
コ
ー
ナ
ー
】
「
陶
筥

と
う
ば
こ

」
15
㎝
角
以
内
の
大
き 

さ
高
さ
は
自
由
。
※
出
展
料
は
無
料 

絵
付
け
、
彫
り
な
ど
、
楽
し
い
作
品
に
ぜ
ひ
挑
戦
し 

て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
方
法
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の 

詳
細
は
、
次
回
の
広
報
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

                              

第１4７号 

平成 23 年 

7 月 1 日発行 

5 月 14 日総会風景 

（議長・高橋光男さん 書記・吉川勝さん） 

【開催期日】 平成 23年 ①8月 27日（土） ②２８日（日） 

【場  所】 横浜市陶芸センター （本牧市民公園内） 

【参加人数】 1日 12名 まで   

【参加費用】 各回（１日） ６千円 

【締め切り】 7月 14日（先着順で 各回１２名になり次第 締め切ります） 

【申し込み】 次の①か②の方法で申し込んでください 

①往復はがき                             宛 

②＜Ｅメール＞                ※ワードかエクセルのみ 

・氏名 ・住所 ・電話 ・希望日（①２７日 ②２８日 ③どちらでもよい） を書き送付し

てください。 ※結果と詳細は、後日連絡いたします。 

○今年度、諸事情により「窯場見学会」は中止 いたします。 

 その替わりに７年前、見学会で常滑を訪れた時にお会いした「片山白山」先生を横浜にお招きし、

その素晴らしい急須作りの技術を教えていただくことになりました。会員皆様の 技術を向上させ

るチャンス です。  参加、お待ちしています。 （事業部） 

『片山先生』

来る 
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秋
季
焼
成
会
の
お
知
ら
せ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

専
修
部 

友
の
会
の
伝
統
あ
る
行
事
の
秋
期
焼
成
会
は
左
記

の
会
場
・
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の

多
人
数
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

釉
薬
は
専
修
部
特
製
の
天
然
灰
を
使
用
し
て
織

部
・
白
萩
・
黄
瀬
戸
・
灰
天
目
・
他
に
も
白
マ
ッ
ト
・

土
灰
・
ル
リ
紺
・
透
明
・
青
磁
氷
裂
釉
等
と
、
白
化

粧
土
（
刷
毛
目
・
粉
引
）
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。 

 

今
回
も
専
修
部
一
同
白
化
粧
に
は
力
を
入
れ
て
取

り
組
み
ま
す
。
化
粧
土
の
濃
度
等
、
今
ま
で
の
経
験

で
大
分
要
領
を
得
ま
し
た
の
で
、
ま
だ
白
化
粧
作
品

を
作
っ
た
事
の
な
い
方
は
、
是
非
と
も
参
加
し
て
み

て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
白
化
粧
は
『
生
』
掛
け
し

ま
す
の
で
、
乾
燥
状
態
に
注
意
し
て
持
参
し
て
下
さ

い
。 

会
場
・
・
横
浜
技
能
文
化
会
館 

工
芸
研
究
室
６
０
７
号
室 

（
京
浜
東
北
線
関
内
駅
南
口
下
車 

徒
歩
３
分
） 

受
付
・
・
９
月
４
日 

１０
時
～
１１
時
半 

施
釉
・
・
９
月
１８
日 

９
時
～
１１
時
半 

引
渡
・
・
９
月
２５
日 

１０
時
～
１１
時
半 

 
 
 
 

各
日
と
も
時
間
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。 

料
金
・
・
１
０
０
ｇ 

当
た
り
１
８
０
円
（
素
焼
＋

本
焼
） 

白
化
粧
作
品
は
『
生
』
で
す
の

で
１
５
０
円
に
て
受
け
付
け
ま
す
。 

 

ま
た
、
来
年
の
作
品
展
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
の
作
品

は
「
１５
㎝
四
方
の
蓋
物
」
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
前

記
の
釉
薬
を
用
い
て
の
作
品
を
、
こ
の
焼
成
会
で
作

っ
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
。 

     

専
修
部
で
は 

若
い
部
員
の
入
部
お
待
ち
し
ま
す 

 

 活
動
内
容
に
付
き
ま
し
て
は 

毎
年 

９
月
～
１０
月 

関
内 

技
能
文
化
セ
ン
タ

ー
の
電
気
窯
を
借
り
、
会
員
皆
様
の
作
品
を
酸
化
焼

成
で
焼
い
て
お
り
ま
す
。 

焼
成
会
ご
案
内
の
記
載
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

詳
し
い
内
容
に
付
き
ま
し
て
は
、
４
月
号 

友
の
会 

だ
よ
り
に
て
専
修
部 

事
業
内
容
を
写
真
入
り
で 

紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
再
度
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

素
敵
な
作
陶
と
、
楽
し
い
仲
間
作
り
に
是
非 

専
修
部
へ
の
入
部
を
～
～
～
・
・
・ 

 
 
 
 
 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

      

事業部とは・・・ 

①「友の会」のメイン イベント「作品展」の企

画運営を担当します。作品展を充実させ

る貴方のアイデアが活かされます。 

②「窯場見学会」の企画と運営を行います。 

旅行が大好き。高名な陶芸家にお会いし

たい。「○○焼」をもっと知りたい。などの

思いが実現できます。 

③美術館見学会、陶芸講習会など楽しい企

画があれば、実現できます。 

★特に、役員未経験の方の参加を希望して

います。 

 

事業部で活動

してみませんか～？

「友の会」のイベン

トを受け持つ事業部

の活動を紹介しま

す。 
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広
報
部
員
募
集
し
て
い
ま
す
。 

●
広
報
は
編
集
を
パ
ソ
コ
ン
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

●
会
議
も
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
で
済
ま
せ
る
事
が
多

い
で
す
。 

●
印
刷
も
業
者
に
持
ち
込
め
ば
、
お
茶
の
み
を
し
て

い
る
う
ち
に
出
来
上
が
り
ま
す
。 

●
発
送
は
総
務
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

 

「
印
刷
屋
に
ほ
ぼ
お
任
せ
」
か
ら
「
自
分
達
で
パ
ソ

コ
ン
編
集
」
に
作
業
変
更
し
て
３
年
、
お
陰
で
写
真

挿
入
も
苦
も
な
く
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

パ
ソ
コ
ン
の
得
意
な
方
も
得
意
で
な
い
方
も
、
家
に

居
て
で
き
る
こ
と
が
多
い
で
す
の
で
、
忙
し
い
人
で 

も
「
広
報
な
ら
や
れ
そ
う
」
と

い
う
方
、
募
集
し
ま
す
。
是
非
、

ご
一
緒
し
ま
せ
ん
か
？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
報
部
一
同 

  

もったいないコーナー 

 
●シンポ工業の電動轆轤２台 
 RK-2C型 単相 100V 520×480×490 

 重量 39ｋｇ ターンテーブル 直径 300ｍｍ 

 ○１台は円形のドベ受けが付いています。 

 ○１台は取り外し可能な半円と台形を合わせたドベ受け型 

 （二階においてあるので、降ろして運んで頂くのが只今のところ希望です  

（これは、さいたま市見沼区にお住まいの 寒河江 洋子先生からのお申し

出ですので広報部・吉良が窓口になり早い人順に先生にとりつぎます。） 

 

●山中さんの陶芸材料・道具  

○粘土 赤信楽、伊賀細土、3～5ｋｇ半ば乾燥状態 5・6個 

○道具収納プラケース、 

小 ３段引き出し（幅 25×奥行き 35×高さ 26㎝） 

大 ４段引き出し（キャスター付 幅 35×奥行き 42×高さ 69㎝） 

○道具類 

 絵の具パレットー角皿、梅皿、 

乳鉢ー（小）乳棒付 ３セット、（大）乳棒付 １セット、 

押印花ーロール印花 多数  

 内こてー丸 平 長 多数 

 石膏皿型ー丸型・角型・扇型   くしー中・小 

 木製外パス、 ササラ、 藁刷毛、毛筆、木製ヘラ 大・小、 

平線掻ヘラ、線描ヘラ、鉄製カンナ、柄コテ、ポンス、各種 

金弓、竹弓、タタキ板、布ヤスリ６０番・８０番、比重計 

どんぐりの帽子（織部用）タタラ用ゲージ板、 菱、 

他いろいろあります。 

 

７月１６日（土）・１７日（日）・１８日（月）の３日間 

午前１１時～午後４時まで金沢区富岡西の吉良宅に全部並べます。 

お茶飲みがてらおいで下さい。京急富岡駅下車、電話を下さい、迎え

に行きます。電話  
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